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技能をみがき産業の開発に努め豊かな町にいたしましょう。 (町民怒章より)

好試合の全槍山少年剣道大会
今金剣道連盟主催の第 I回全楠

山少年剣道大会が5月15日、 総合

体育館で聞かれ、熱のこもった好

試合が展開された。大会には楠山

管内の小 中学生 100人が参加、

広い体育館い っぱいに 「メー ン〆

ドウ !Jと元気な声を響かせた。

今金チーム的成械は小学生の小

野昭義君、新井清子さんが個人優

勝、団体は小・中とも 3位でした。
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今年は開基80周年を迎えます
~ 

3i香織蝋?を議員五で/
明日への町づくりに参加しよう

， 

わ
だ
く
し
疋
ち
の
町
は
、
明
治
三
十
年
、
瀬
棚
町
か
ら
分
村
「
利
別
村
」
と

し
て
戸
長
役
湯
ガ
開
殴
さ
れ
て
か
ら
、
こ
と
し
で
伺
基
八
十
周
年
を
迎
え
ま
君
。

ま
之
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
一
日
の
町
制
施
行
を
機
に
、
開
拓
の
祖
、
今
村

藤
次
郎
、
金
森
石
郎
商
翁
の
冠
字
を
組
み
「
舎
金
町
」
と
改
糊
し
て
か
ら
、
三

十
周
年
と
い
う
意
義
深
い
と
し
に
あ
疋
り
ま
す
。

こ
の
よ
き
年
に
先
駆
者
の
偉
業
を
讃
え
る
疋
め
、
七
月
十
五
日
に
記
愈
祝
典

を
は
じ
め
全
町
民
ガ
参
加
し
祝
福
で
き
る
記
念
行
事
を
各
種
計
画
し
て
い
ま
す
。

本
町
の
開
拓
は
、
い
ま
か
ら
約
三
百

三
十
年
前
向
究
永
十

一
年
ご
ろ
利
別
川

上
流
に
お
い
て
疎
ん
に
砂
金
を
採
取
し

た
の
が
草
創
と
考
え
ら
れ
、
当
時
的
砂

金
は
日
光
東
照
目
的
造
J
H
に
も
似
わ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

マ
ン
ガ
ン
、
メ
ノ
ウ
な
ど
の
発
見
採
別

に
よ
リ
修
住
者
が
ふ
え
、
明
治
二
十
川

年
か
ら
終
業
開
発
的
移
住
川
が
判
丘
町

イ
マ
ヌ
エ
ル
に
入
館
、
開
拓
さ
れ
た
の

が
今
金
町
股
業
町
立
分
け
で
す
。

明
治
二
十
六
年
入
植
し
た
今

村
藤
次
郎
、
金
森
石
郎
両
氏
が
、

明
治
二
十
九
年
市
街
地
の
設
世

を
計
画
し
、
宅
地
を
区
間
L
役

場
、
符
前
日
予
定一
を
設
け
商
業
者

の
移
住
を
す
す
め
る
主
ど
、
今

日
の
よ
う
に
振
や
か
な
一
大
市

街
地
の
も
と
を
つ
く
り
ま
し
た
a

明
治
三
十
年
六
月
瀬
棚
町
か

ら
分
村
、
戸
長
役
場
が
設
置
さ

大
正
十
四
年
頃
の
本
町
通

り
(
現
在
の
町
民
セ
ン
タ
ー

前
が
ら
消
防
団
本
部
を
望
む
)
一

点

ノ、

優
納良
税納
貯税
蓄、且
組合

長室
議彰

な
事
業
を
行
う
に
も
な
く
て
は
な
ら
な

い
最
も
大
切
な
財
源
で
す
。
組
合
長
さ

ん
の
お
骨
折
り
と
組
合
貝
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
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本
年
皮
肉
納
税
貯
高
組
合
長
会

議
は
四
月
十
五
日
町
民
セ
ン
タ
ー

で
聞
か
れ
、
組
合
内
育
成
強
化
、

新
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
協
議

し
た
あ
と
、
地
方
税
法
的
改
正
点

や
国
民
年
金
の
改
普
業
な
ど
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

本
町
町
納
税
組
合
は
、
現
在
六

十
組
合

(組
合
只
数
二
千
二
十
二

人
)
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度
の
納

付
実
績
は
、
納
期
限
内
に
一
億
四

千
四
百
八
十
五
万
円

(
総
収
入
額

町
五
O
%
)
を
納
め
て
い
た
だ
き
、

そ
の
収
納
率
は
九
八
・四
%
と
な
っ

て
い
ま
す
。
組
合
別
で
は
、

一
O
O

%

が
四
+
五
組
合
、
九
O
%
以
上
が
二
十

五
組
合
、
八
O
%
以
上
が
二
組
で
す
。

町
税
は
、
自
王
財
源
と
い

っ
疋
ど
ん

印附脚変わりましたt

表彰卓れる鈴金の中山一信組合畏

れ
七
月
に
閉
庁
、
利
別
村
と
し
て
発
足

以
来
、
多
く
向
先
人
た
ち
の
管
雌
を
越

え
た
血
と
汗
の
結
日
川
が
あ
っ
た
れ
ば
こ

そ
、
寺
田
町
内
品
か
な
平
和
郷
が
有
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
私
た
ち
は
、
八
十
年

を
契
機
と
し
て
先
人
の
休
業
を
成
え
る

と
と
も
に
、
会
町
民
が
心
を
ひ
と
つ
に

し
て
新
し
い
時
代
的
泣
か
な
町
づ
く
り

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
と
き
に
あ
た
り
、
今
年

一
年
間

は
全
町
民
こ
ぞ
っ
て
参
加
で
き
る
記
念

行
事
を
盛
大
に
行
う
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
航
極
的
な
参

加
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記
念
行
事
や
事
業
は
、
昨
年
か
ら
八

十
周
年
記
念
中
総
実
行
委
川
会
で
多
郎

検
討
さ
れ
た
結
川
市
、
次
の
よ
う
な
事
政

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

@
記
念
行
事

V
記
念
祝
典
は
七
月
十
五
日
と
決
ま

り
、
ま
ず
祝
日
以
パ
レ
ー
ド
を
今
金
市
街

地
で
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
今
金
小
学

校
児
前
円
以
筒
除
、
円
術
隊
出
H

楽
隊
、

今
金
中
ザ
校
生
徒
の
似
装
行
列
、
小
学

生
竺
般
車
9

加
の
杭
行
列
が
あ
り
ま
す
。

V
記
念
式
典
、
祝
賀
会
H
七
月
十
五
日

な
お
.
会
議
内
席
上
、
町
長
か
ら
優

良
納
税
組
合
と
し
て
、
次
的
六
組
合
を

表
彰
し
ま
し
た
。
ま
た
、
納
税
組
合
長

か
ら
は
過
去
二
十
年
間
以
上
納
税
成
績

一
O
O
%
の
倒
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

マ
団
体
金
原
中
央

(伊
藤
光
抽
出
組
作

長
)
金
原
直
前
(小
田
内
向
税
守
組
合
長
)

鈴
金

(中
山

一
信
組
合
長
)
下
卜
7

ン

ケ
ン
(
天
沼
在
組
合
長
)
神
丘
中
央
(中

野
裕
組
合
長
)
神
丘
町
台

(細
川
勘
三

郎
組
合
長
)
マ
個
人

渡
辺
楢
市

(住

t
H
)

時
元
前
松

(下
盟
国
)
河
山
松
五

郎

(下
白
石
)

51年度町税徴収実績調

I~ 11 収入済制(F-JlJ) 

前T i込 組 80，898 

内 民|例
人 65，3'16 

|法 人 15，552 

川定資戸I 悦 60，212 

n n !fr}J '!( 批 2，565 

町たばこ市町 岨 18，848 

'，lt 主、 制 7.892 

木村 'JI取 * 726 

キ寺号1IL J也{以イi"f足 14，434 

J十 185，575 

町
民
セ
ン
タ
ー
で

マ
N
H
K
tE能
H
七
月
十
六
日

総
合
体
行
館
、
佐
々
木
法
附

一
行
町

民
泊
及
び
歌
泌
y
ヨ

|

マ
敬
老
の
つ
ど
い

(全
町
内
お
年
寄
り
)

マ
文
化
排
出
会

マ
市
川
年
の
主
張
(
弁
論
犬
会
)

ヤ
各
日
間
協
賛
行
事
H
産
業
ま
つ
り
町

民
体
内
川
大
会
各
判
・
町
民
文
化
協
会

議
能
発
表
、
作
品
展
一小会

・
楠
山
色

内
町
村
職
日
野
球
大
会
小
中
学
生

体
行
大
会
作
品
展
示
会
・
教
職

μ

作
品
展
示
会

・
そ
の
他

。
記
念
事
業

マ
町
花
、
仰
木
町
設
定
H
町
民
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
ぷ
定
す
る
。

マ
記
念
組
問
川
町
木
と
し
て
決
定
し
た

附
耐
を
記
念
柑
附
す
る
。

マ
記
念
像
円
設
置

マ
今
金
民
括
的
製
作

マ
開
法
八
十
周
年
記
念
酎
勢
要
覧
作
成

マ
記
念
行
事
広
報
特
別
号
的
発
行

マ
必
念
行
平
等
の
記
U
M
勾
点
的
指
紋

こ
の
っ
ち
、
町
花
、
町
木
は
部
孫
、

町
内
会
を
通
じ
て
全
世
刊
に
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
を
配
付
し
て
あ
り
、
す
で
に
凶

収
期
限
も
過
夕
、
て
お
り
ま
す
が
、
回
収

率
が
三
O
%
と
少
な
く
全
町
民
の
意
向

が
集
約
で
き
ま
せ
ん
の
で
.
小
木
川
収
め

世
出
は
壬
急
役
場
企
附
係
ま
で
川
答
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

今
金
民
同州
は
す
で
に
内
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
記
念
式
典
に
は
み
な
さ
ん
に

一」
披
践
で
き
る
で
し
ょ
う
。

読
ま
な
い
と
損
を
し
ま
す

今
回
、
昭
和
五
十

一
年
分
所
得
税

の
特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
次
町
金
執

が
巡
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六

千
問
、
役
除
対
的
革
配
偶
者
や
扶
養
親

族
は
一
人
に
つ
き
=
一
千
円
と
し
て
計

算
し
た
金
額
で
す
。
た
だ
し
、
納
的

た
昭
和
五
十

一
年
分
の
所
得
税

傾
向
方
が
少
な
い
と
き
は
、
そ

の
税
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

そ
ニ
で

そ
の
あ
ら
ま
し
を

税
明
し
ま
し
ょ
う
。

〈
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人
〉

還
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

昭
和
五
十
一
年
分
の
所
得
税
を

納
め
た
人
で
す
。
た
だ
し
、
利

子
・
配
当
な
ど
の
源
泉
分
離
瓢

税
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
迎
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

〈
還
付
万
法
と
そ
の
手
続
き
〉

マ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

本
年
六
月

一
日
現
在
に
お
い

て
昨
年
と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い

る
サ
ラ
リ
ー
?
ン
は
、
お
よ
そ
六
月

i
七
月
ご
ろ
、
賞
与
や
給
与
を
受
け

取
る
と
き
に
、
勤
務
先
か
ら
還
付
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
給
与
以
外
に
所

得
が
あ
っ
た
り
、
ニ
ヵ
所
以
上
か
ら

給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
た
め
に
確
定

申
告
を
し
た
人
で
、
勤
務
先
か
ら
還

付
し
き
れ
な
い
分
が
あ
る
と
き
は
、

一J行
政
の
苦
情
相
談
は

一

津

島

一

良
さ
ん
へ

一
「

l
園

行

政

官

理

庁

一
、
，
綱
同
国
防

M
で
は
、
全
囲
内

=

r

-

マ
-N
M
市
町
村
に
行
政

「
い
l
L
窓口
2
2

2

役
所
や
公
社
、
公
団
な
ど
が
行
っ
て

一
い
る
す
べ
て
町
仕
事
に
対
し
て
の
苦

一
仰
や
相
談
、
刑
古
川
出
を
向
く
制
度
を
設

一
け
て
い
ま
す
。

一
今
金
町
で
は
、
昨
年
に
つ
づ
い
て

戸
作
品

一
品
さ
ん
(
本
町
)
が
四
月

一

白
日
付
で
行
政
句
碑
庁
長
古
か
ら
委
剛

一
さ
れ
ま
し
た
。

一
み
な
さ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
こ
と

一
な
ど
で
お
閃
り
の
時
は
気
軽
に
巾
し

一
出
て
く
だ
さ
い
。
親
身
に
な
っ
て
解

一
決
に
努
的
、
ま
た
、
申
し
出
た
人
の

一
秘
密
は
守
ら
れ
、
賀
用
な
ど
も
い
つ

一
さ
い
か
か
り
ま
せ
ん
。

一

マ
必
カ
ー
ブ
主
た
め
‘
見
通
し
が
桜

一
い
の
で
道
路
を
改
比
し
て
ほ
し
い
。

中
マ
雨
が
降
る
と
す
ぐ
側
織
が
あ
ふ
れ

一
て
し
ま
う
。

一

マ
事
故
多
発
地
帯
で
、
し
か
も
通
学

一

路
で
あ
る
の
で
、
安
全
施
設
を
ぷ

一
世
し
て
ほ
し
い
。

一
マ
役
所
的
窓
口
が
不
刻
切
だ
、
川
可

戸
や
目
白
紀
に
長
く
か
か
り
過
ぎ
る
。

-

7
工
場
か
ら
円
相
水
、
鹿
あ
い
、
感

=
弘
、
騒
背
な
ど
改
普
す
る
よ
う
指

一
導
し
て
ほ
し
い
。

( 2 ) 

そ
の
分
に
つ
い
て
は
、
次
に
説
明
す

る
n
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合
u

と

同
じ
方
法
で
還
付
さ
れ
ま
す
。

マ
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合
一

事
業
所
得
者
な
ど
硝
定
申
告
を
し

一

て
納
税
し
た
人
は
、
六
月
下
旬
ご
ろ

一

に
税
務
署
か
ら
還
付
を
受
け
ら
れ
る

一

金
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
際
、一

同
封
さ
れ
た

「還
付
税
求
書
L

に
、
一

-
所
前
宮
内
事
墳
を
記
入
し
て
、
税
一

恥
物

一
務
署
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

一

長

一
そ
う
す
る
と
税
務
署
か
ら
泣
付
一

山

一
金
的
支
払
通
知
事
送
ら
れ
て
一

恥
か

一
き
ま
す
か
ら
、
こ
の
支
払
通
知
一

主
寸

一
舎
に
よ
っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
一

d
i
一
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
一

の

一
マ

そ

の

他

一

時
九

一
給
与
の
税
金
を
似
品
徴
収
で

一

川
リ

一
納
め
、
年
末
例
経
を
受
け
て
い
一

位
乍

一
る
が
、
今
年
に
な
っ
て
五
月
末
一

じ
川

一
ま
で
に
退
職
し
た
人
や
昨
年
中
一

-)

一
途
で
退
職
し
た
な
ど
の
た
め
、

一

給
与
町
税
金
を
源
泉
徴
収
さ
れ
一

た
ま
ま
で
年
末
制
前
置
を
受
け
て
一

い
な
い
人
な
ど
は
、
税
務
者
へ
還
付

一

泊
求
を
し
て
〈
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、一

昭
和
五
十

一
年
分
の
確
定
申
告
訟
を

提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
期
限
後
円

確
定
申
告
を
し
て
特
別
減
税
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
八
雲
税
務
署

所
得
税
担
当
へ
お
た
ず
ね
〈
だ
さ
い
.

( 3) 



み

ん

な

で

着

用

し

よ

う

夜
間
の
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
防
止

を
地
域
ぐ
る
み
で
と
、
今
金
町
交
通
安
全
推
進
委
員

会
で
は
、
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
の
「
交
通
安
全
夜

光
反
射
材
普
及
モ
デ
ル
地
区
し
の
指
定
を
受
け
て
夜
の

交
通
事
故
を
防
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
町
内
に
お
け
る
歩
行
者
、
自

転
車
利
用
車
町
負
傷
者
は
六
人
で
、
そ

の
う
ち
一
人
が
交
通
事
故
が
原
因
で
死

亡
し
て
い
ま
す
。
時
凶
別
で
は
午
後
六

時
か
ら
の
夜
間
に
五
人
が
事
故
に
あ
っ

て
い
ま
す
。

夜
間
の
事
故
は
、
す
べ
て
運
転
者
か

ら
歩
行
者
や
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
人

が
よ
く
見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
し

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
「
夜
の
安
全
は
自
分
を
見

せ
る
こ
と
で
す
」
を
合
言
葉
に
夜
光
反

射
材
の
積
極
的
な
普
及
と
活
用
を
は
か

ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
す
で
に
本
町

町
一押
丘
小、

中
里
小
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
守
る
た
め
昨
年
よ
り
着
用

し
て
お
り
、
そ
の
効
果
を
発
輝
し
て
い

ま
す
。
現
在
、

町
で
は
町
内
の
九
老
人

ク
ラ
ブ
‘
四
小
学
校
、
今
金
市
街
地
何

十
五
町
内
会
を
モ
デ
ル
地
区
に
設
定
し
、

反
射
材
向
指
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
夜
光
反
射
材
は
、
携
帯
用
の
夜

光
ワ
ッ
ペ
ン
、
添
付
用
の
ス
コ
y
チ
ワ

y
ベ
ン
、
け
い
光
シ
ル
な
ど
、
衣
服
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農村の防火査察結果

改善指示は

臼
石
森
林
愛
護
組
合
と

伊
藤
吾
一

さ
ん
を
表
彰

「協

今
金
消
防
団
と
今
金
支
署
は
春
町
火

災
予
防
運
動
が
始
ま
る
前
向
四
月
十
三

日
か
ら
十
九
日
ま
で
に
、
今
金
市
街
を

除
く
農
村
家
庭
内
防
火
査
察
を
行
い
ま

し
た
が
、
石
油
の
貯
蔵
取
扱
円
不
適
な

家
庭
が
最
も
多
く
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

防
火
査
察
の
対
象
地
区
は
、
八
束
、

神
丘、

金
原
な
ど
十
五
地
区
内
五
百
七

十
二
世
帯
、
う
ち
留
守
世
帯
が
六
十
七

件
あ
り
実
査
察
件
数
は
五
百
件
。

査
察
し
た
内
容
は
、
風
晶
、
ス
ト
ー

ブ
、
煙
突
、
プ
ロ
パ
ン
、
少
量
危
険
物

関
係
の
八
項
目
に
つ
い
て
実
施
し
た
が
、

最
も
多
〈
注
意
さ
れ
た
の
が
、
少
量
危

険
物
町
貯
蔵
状
況
が
悪
〈
、
百
五
十
三

件
も
あ
り
ま
す
。
な
か
に
は
、
石
油
の

ド
ラ
ム
か
ん
は
二
本
ま
で
が
規
定
数
量

な
の
に
一
ニ
、
四
本
も
置
い
て
あ
る
。
ま

た
、
ガ
ソ
リ
ン
は
百
幻
ま
で
な
の
が
ド

先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
森
林
と
い
う

私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
を
火
災
か
ら
守

ろ
う
と
、
多
年
に
わ
た
り
郷
土
緑
化
や

森
林
火
災
笹
防
思
想
的
普
及
指
導
な
ど

を
率
先
し
て
続
け
て
き
た
白
石
森
林
愛

護
組
合
(
組
合
長
石
川
正
さ
ん
)
と
伊

藤
吾

一
き
ん
(中
里
森
林
愛
護
組
合

写
真
)
が
、
そ
の
功
紋
を
包
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
函
館
営
林
局
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

白
石
森
林
愛
護
組
合
は
、
昭
和
二
十

八
年
設
立
以
来
二
十
五
年
間
無
火
災
を

記
録
、
ま
た、

伊
藤
吾
一
き
ん
は
昭
和

三
十
八
年
以
来
十
五
年
間
見
張
人
と
し

や
靴
底
に
貼
る
も
の
、

下
げ
る
も
の
、

自
転
車
に
貼
る
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、

一
組
百
円
位
で
す
。

反
射
板
を
活
用
し
て
真
っ
暗
主
道
路

を
歩
き
、
車
の
ラ
イ
ト
を
回
ら
し
て
実

験
し
た
結
果
を
み
ま
す
と
、
未
着
装
町

黒
、
灰
色
町
衣
服
で
す
と
ラ
イ
ト
が
近

田
町
場
合
、
五
、
六
十
灯
で
完
全
に
見

え
な
く
な
る
の
に
対
し
て
、
ク
ソ
に
ン

新
入
学
や
新

入
図
の
チ
ビ
ン

子
た
ち
が
元
気

に
手
を
振
っ
て

通
学
(
図
)
し

て
か
ら
一
ヵ
月

が
過
ぎ
、
お
と

も
だ
ち
ゃ
環
境

に
な
れ
て
き
ま

す
と
通
園

・
通

学
路
は
も
ち
ろ

ん
、
子
ど
も
た

ち
の
行
動
範
囲

が
広
が
り
、
交
通
事
故
に
あ
う
危
険
も

増
え
る
季
節
で
す
。

悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
子
ど
も
の
交

通
事
故
死
の
一
位
と
二
位
は
、
毎
年
、

幼
稚
園
と
小
学
一
年
生
で
占
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
的
中
で
、
今
金
幼
稚

園
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
で
は
‘
毎
年

「交
通

事
故
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
」
と

お
母
さ
ん
と
閣
児
が

一
諸
に
な
っ
て
交

通
安
全
背
空
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お母さんとー諸に安全教室

今金幼稚園二ぐまクラブ

ラ
ム
か
ん
で
貯
蔵
し
て
い
る
家
庭
も
あ

り
ま
し
た
。
次
に
煙
突
の
不
備
が
多
〈

百
十
二
件
、
と
〈
に
煙
突
が
天
井
や
壁

に
近
か
っ
た
り
、
破
凱
し
、
こ
れ
ま
で

火
事
に
な
ら
な
か
っ
た
の
が
不
思
議
な

〈
ら
い
。
ま
た
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
町
ボ

ン
ベ
が
危
険
な
場
所
に
あ
っ
た
り
、
ゴ

ム
管
が
老
化
し
て
い
る
家
庭
が
五
十

一

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
消
火
器
め
な
い
家
庭
が

四
十
四
件
と
初
期
消
火
へ
の
無
関
心
き

も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

今
金
消
防
固
と
支
署
は
、
こ
う
し
た

防
火
施
設
の
不
備
は
い
つ
悲
惨
な
火
事

に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
と
早
急
に

改
善
す
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
市
街
地
住
宅
の
防
火
査
察
を
実

施
し
た
後
、
再
度
改
善
を
指
示
し
た
家

庭
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

て
山
火
事
予
消
防
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

〈
〉
山
火
事
が
お
き
や
す
い
季
節

こ
れ
か
ら
は
、
山
火
事
の
発
生
が
最

も
多
い
季
節
と
な
り
ま
す
。

野
原
一
面
に
枯
草
が
広
が
っ
て
お
り
、

空
気
が
乾
燥
し
て
風
で
も
吹
く
と
た
き

火
や
タ
パ
コ
町
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
で
山
火
事
に
な
る
状
態
に
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
町
は
、
総
面
積
の
約
八

O

%
が
森
林
に
お
お
わ
れ
た
恵
ま
れ
た
環

境
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
い
せ
つ
な
森

林
を
保
護
し
、
私
た
ち
が
住
み
よ
い
日

常
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、

一
人
ひ
と

り
が
よ
く
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ユ
ラ
イ
ト
、
衣
服
に
け
い
光
ン

l
ル、

夜
光
ン
l
ル
な
ど
を
つ
け
ま
す
と
、
百

八
十

μ
で
も

n
白
H

が
は
っ
き
り
確
認

で
き
る
と
い
う
結
果
で
す
。

近
く
町
内
会
に
は

「夜
光
反
射
材し

の
見
本
を
各
戸
に
回
覧
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
多
く
の
み
な
さ
ん
が
活
用
さ
れ
、

夜
間
の
交
通
事
故
か
ら
尊
い
命
を
守
り

ま
し
ょ
、
っ
。

今
年
も
五
月
十
日
に
今
金
警
察
官
派

出
所
の
お
巡
り
さ
ん
の
指
導
で
、
百
八

十
人
的
園
児
と
お
母
さ
ん
た
ち
は
農
協

ス
タ
ン
ド
前
向
交
差
占
、
で
信
号
の
見
方

や
横
断
歩
道
的
正
し
い
渡
り
方
な
ど
を

熱
心
に
勉
強
、
子
ど
も
の
交
通
安
全
に

努
力
し
て
い
ま
す
。
(
写
真
)

ど
う
か
み
な
さ
ん
も
子
ど
も
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
た
め
、
家
族
ぐ
る
み
、

地
域
く
る
み
で
の
交
通
安
全
教
育
に
は

積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
事
故
の
な
い
明

lll) 

農
薬
に
よ
る
事
故
を

な
く
し
よ
う

最
近
、
次
々
と
い
ろ
い
ろ
な
農
薬
が

開
発
さ
れ
、
股
業
生
産
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
使
用
者
の
一

部
に
使
用
上
向
注
意
を
守
ら
を
か
っ
た

た
め
、
保
健
衛
生
上
町
事
故
が
依
然
と

し
て
あ
と
を
絶
た
ず
、
ま
た
、
用
水
や

家
畜
に
も
危
被
害
を
起
草
」
す
、
」
と
も
あ

り
ま
す
。

良
薬
に
は
、
毒
物
や
劇
物
も
数
多
く

あ
り
ま
す
の
で
、
説
明
舎
の
指
示
と
お

り
に
正
し
い
使
い
方
と
保
管
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
散
布
す
る

と
き
は
、
ゴ
ム
手
袋
、

7

ス
ク
な
ど
を

活
用
し
、
作
業
中
は
飲
食
し
な
い
。
使

用
後
の
空
袋
な
ど
を
放
世
し
な
い
な
ど
、

正
し
く
安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

林
野
火
災
予
梢
防
対
策
協
議
会
で
は

最
も
火
事
の
お
き
や
す
い
五
月
、
六
月

を

『山
火
事
予
防
実
施
期
間
』
と
定
的

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

マ
山
菜
取
り
、
魚
釣
り
な
ど
で
山
に
入

る
と
き
は
、
森
林
所
有
者
か
ら
必
ず

許
可
を
受
け
て
か
ら
に
す
る
。

マ
入
林
し
た
場
合
は
、
タ
バ
コ

、
?

y

チ
た
き
火
な
ど
の
後
始
末
に
十
分

注
意
す
る
。

マ
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
町
長

め
許
可
を
受
け
、
注
意
事
項
を
よ
く

守
り
、
終
っ
た
ら

『完
全
消
失
』
を

確
認
す
る
。

る
い
町
づ
く
り
に
ご
協
力
〈
だ
さ
い
。

(4) 

安
全
運
転
は

「
ど
う
も
」

「
ど
う
ぞ
」

の
ゆ
ず
り
あ
い

初
夏
の
暖
か
い
季
節
と
な
り、

マ
イ

カ

や

オ
ー
ト
バ

イ
、
自
転
車
な
ど
で

戸
外
に
出
る
機
会
が
多
く
な
り
、

道
路

は
こ
み
あ
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
日

ご
ろ
の
緊
張
感
か
ら
解
放
さ
れ
た
気
の

ゆ
る
み
と
、
交
通
渋
滞
か
ら
く
る
イ
ラ

イ
ラ
が
重
な
っ
て
、
各
地
で
毎
日
交
通

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

H

交
通
事
故
ゼ
ロ
。
は
み
ん
な
の
願

い
で
す
。
こ
の
時
期
を
楽
し
く
過
す
た

め
に
、
お
互
い
に
次
の
こ
と
を
注
意
し

ま
し
ょ
、
っ
。

マ
ゆ
と
り
の
あ
る
計
画
で
安
全
運
転

交
通
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
、
目
的
地

に
早
く
着
こ
う
と
す
る

心
的
あ
せ
り
か

ら
き
て
い
ま
す
。
時
間
的
に
無
理
の
な

い
計
画
を
た
て
、
ス
ピ
ド
の
出
し
す

ぎ
や
無
理
な
追
越
し
を
絶
対
し
な
い
。

マ
ゆ
ず
り
あ
い
の
気
持
を
も
と
う

先
を
急
ぐ
と
き
は
、
ど
う
し
て
も
無

理
で
危
険
な
運
転
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
安
全
な
運
転
は
「
ど
う
ぞ
」
「
ど

う
も
」
の
ゆ
ず
り
あ
い
の
気
持
を
大
切

に
す
る
こ
と
で
す
。
追
越
さ
れ
る
と
き

は
、
左
に
寄
っ
て
道
を
あ
け
て
や
り
、

狭
い
道
で
す
れ
ち
が
う
と
き
は
、
止
っ

て
相
手
が
通
り
過
ぎ
る
の
歩
待
っ
て
や

り
ま
し
ょ
う
。
い
つ
も
、
心
に
こ
の
よ

う
な
余
裕
を
も
つ

こ
と
が
安
全
運
転
に

つ
な
が
る
の
で
す
。

固
感
謝
し
ま
す
固

-
愛
情
銀
行
へ
預
託
・
払
い
出
し

マ
幅
政

一
さ
ん
(
南
栄
町
)
か
ら
衣
類

二
十
七
枚
を
箆
寿
園
ヘ

マ
金
原
婦
人
会

か
ら
お
し
め
二
百
六
十
八
枚
を
盟
寿
図

ヘ
マ
天
満
洋
子
さ
ん
(
大
和
町
)
か
ら

お
む
つ
百
枚
を

一
般
寝
た
き
り
老
人
へ、

ま
た
世
界
名
作
童
話
全
集
六
十
冊
を

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室
ヘ

マ
金
原
中
央

代
表
伊
藤
タ
ソ
さ
ん
か
ら
お
む
つ
四
十

四
枚
を
盟
寿
図
ヘ

マ
菅
井
妙
子
き
ん
、

(
若
松
)
か
ら
=
一
千
同
と
お
む
つ
ほ
か
八

十
五
枚
を
壁
寿
図
ヘ

マ
大
倉
啓
太
郎
き

ん
(
昭
和
町
)
か
ら
三
千
円
を
光
の
里

学
園
、
二
千
円
を
小
百
合
保
育
園
ヘ

マ

初
回
婦
人
部
(
代
表
足
利
紀
美
子
さ
ん
)

か
ら
一
万
円
を
豊
寿
図
ヘ

マ
末
広
重

一

さ
ん
(
八
幡
町
)
か
ら
五
万
円
を
町
社

福
協
議
会
の
基
金
ヘ

マ
南
岸
セ
ン
タ
ー

婦
人
部
(
代
表
斉
藤
保
技
さ
ん
)
か
ら

お
む
つ
百
三
十
一二
枚
、
衣
類
七
十
三
枚

ほ
か
を
豊
寿
困
ヘ

マ
石
川
儀
一

郎
さ
ん

(
鈴
岡
)
か
ら
野
菜
百
十
五
J
を
豊
寿

園
ヘ

マ
諸
戸
与
三
松
さ
ん
(
金
原
中
央
)

か
ら
車
椅
子
一
台
他
お
し
ぼ
り、

衣
類

数
占
を
盟
寿
図
ヘ

マ
八
束
初
回
婦
人
部

一
同

(
代
表
河
端
ソ
ギ
さ
ん
)
か
ら
パ

ス
タ
オ
ル
五
十
枚
、
パ
ナ
ナ
十
五
J
を

豊
寿
国
ヘ

マ
美
剃
河
婦
人
会

一
同

(
代

表
鈴
木
セ
ツ
さ
ん
)
か
ら
バ

ナ
ナ
、
ハ

y
サ
ク
十
七
J
と
古
布
三
箱
マ
河
江
忠

雄
さ
ん
(
瀬
棚
町
)
か
ら
四
千
三
百
円

を
町
社
教
へ
。
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お
互
に
人
権
を
尊
重
し
よ
う

わ
が
国
に
人
柿
擁
護
委

μが
生
ま
れ

て
か
ら
今
年
で
二
十
九
年
に
な
り
ま
す
。

国
民
の
人
権
を
守
る
た
め
の
世
界
的
に

飽
れ
た
制
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が

ま
だ
ま
だ
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

で
す
.
本
年
は
、
わ
た
く
し
た
ち
の
今

金
町
が
人
倫
モ
デ
ル
町
に
選
ば
れ
、
凶

月
五
日
に
は
、
今
金
町
人
権
モ
デ
ル
地

区
推
進
協
議
会
が
発
足
し
、
こ
れ
か
ら

毎
月
、
各
地
区
で
入
品
に
つ
い
て
の
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
み
ん

な
で
人
川
と
し
て
の
尊
さ
を
必
め
あ
い
、

傍
目
的
生
前
を
明
る
い
も
の
に
し
て
い

き
た
い
も
の
て
す
。

-
人
権
擁
護
委
員
の
役
割
と
し
く
b

こ
の
制
度
は
、
慾
法
で
保
障
さ
れ
た

基
本
的
人
怖
を
守
る
幅
広
い
仕
事
を
推

進
さ
せ
よ
、
っ
と
味
務
省
人
倫
擁
池
局
や

各
法
務
局
の
補
助
機
附
と
し
て
、
昭
利

一一
イ
三
年
七
月
4
七
日

「人
倫
機
泌
委

H
令
」
と
し
て
党
足
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
委

H
令
に
よ
る
委

μ

は
全
国
で
百
五

4
名
に
す
ぎ
ず
十
分
に

そ
の
目
的
を
川市
す
-』
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
.
昭
和
二
十
四
年
六
月

一
日
に

「人
情
擁
峨
委

μ法
」
が
公
布
さ
れ

現
拍
全
闘
で

一
万
人
を
越
え
る
委
川
が

活
制
し
て
い
ま
す
。
人
紘
擁
必
委
川
は
、

地
域
住
民
的
中
で
活
動
す
る
人
的
相
城
見

と いよいよli'期的y ズ/て・す.
(f，釣り、lIJ~匹とり、登山など、
Aなさんはl五lイT仲に入林される機
会が多〈な りますが、この季節は

山火事内発生しやすい時期です。

また、今年はとくにク7 町出没が

多くみられます.

国有林に入るときは森林を山火

事から守ること、ク?による不測

の事故を防ぐことから、止のこと

を守りましょう。

が多かったり、他的年金をi立けて

いるため制祉年金円支給が止めら

れている 7;については、これり的
支給制限が緩和される干定で、支

給円停止が解かれることもありま

すから、 -1主役場年金係でご相，1炎
< f，!さし、
.河川や用水路の事故防止を

あたたかい目ざLにさそわれて
fどもたちが、川や用水路で遊ぶ
町が目だちます。とくに股業IIJ'Ji

が
十
一
日
川
く
、
社
会
的
実
的
に
通
じ
、
人
権

擁
漣
に
理
解
あ
る
人
を
市
町
村
長
が
推

的
し
、
法
務
大
臣
が
知
事
弁
連
士
会

都
道
府
県
人
権
擁
議
委

μ迎
合
会
的
意

見
を
聞
い
た
上
委
制
す
る
も
の
で
す
.

人
倫
擁
泌
委

μは
全
凶
三
円
六
ヵ
所

的
人
出
刷
機
池
委
H
協
議
会
に
そ
れ
ぞ
れ

所
制
し
、
都
道
府
県
単
位
向
述
合
会
l

全
国
迎
合
会
に
組
織
さ
れ
、
法
務
崎
支

局
、
法
務
局
、
法
務
中
日
に
つ
な
が
り
、

川
報
や
資
料
の
収
集
、
交
役
、
研
究
あ

る
い
は
な
礼
的
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
人
権
纏
護
霊
員
の
任
務

マ
人
権
思
想
に
関
す
る
啓
蒙
宣
伝
活
動

法
本
的
人
情
は
進
法
第
十
二
条
に
規

定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
私
た
ち
白
身

が
そ
の
保
持
、
擁
必
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
に

は
何
よ
り
も
人
情
立
川
町
向
ぬ
を
は
か

る
必
裂
が
あ
リ
ま
す
。
そ
の
た
め
人
航

機
設
委
川
は
マ
ス
コ
ミ
を
辿
じ
て
、
ま

た
、
品
出
会
、
座
談
会
人
柏
相
談
所

な
ど
を
開
い
て
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

守
人
権
相
談

人
情
相
談
は
.
公
法
人
、
伝
法
人
、

私
人
等
に
よ
る
人
総
M
M
犯
引
刊
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
る
も
の
で
弁
池
上
に

よ
る
法
律
相
談
も
行
い
ま
す
。

こ
の
相
談
は
、
法
務
局
の
人
権
擁
池

b 国有林に人件するときは J~詐
りの出林岩、.j"l'I，当区 <'-J~務所に4寄
り入林者名簿に記入L、ク?につ
いての情報などを川iきましょっ.
b 入林するときは、 2人以上で
行き、大町取被いに十分注意する.

b 林道を事行するときは、 ':;Oilil
IJII洛などに十分注意し、危険区域

には絶対jfrよ句ないようにする。
〈今金山 林署〉

園北海道警察官採用紋験の実施

近作では、本年皮肉符't;1tf採用
J式験を埼ミIil);~狩と共同で止のとお

円一エや朋排水路地l註は危険です.

4月には北村?山町で人身<!fi.放が
発生しています.家庭では干fJtiJ< 
危険な水辺に近よ句ないよう、日

ごろか句よ〈弓れ、1I11かせておきま
しょう.

また、用水路円安全概や排水櫛

のふたなど、家のまわりのI;!境も

よくチェ yクしておきましょう。

.安全なつりを畢 Lもう
[> t.，'j出カ勺Iiていたり、 血ll，iJf岨"、日

のつりは最も危険です。出かけ

る前に天気予報をたしか的、。也

うとん、そぱ、ラーメンなど生

めん矧については、立，¥，'d崎生法に
よって到造業者名など一郎町事項

的表示が義務づけ均れていますが、

さらに「不当景品矧且び不当表市

防止法」によって表示すべき事墳

が」やされ4月21日から築地され

ています。その内容は、生的ん知

的製造、 または販売する'1'業者(
立市で翻理販売するため山家製め

んする4業者は1:';'< )は、 山'，*，が
「なま、'{Tて¥も、し、またiま柑IJ品
円引IJ .原材料・添加物 ・製造年
月日 内容量事業者向氏名また

は1'，材J止び住所を必ず表示しなけ

ればな句ないことにな っています。

「千打J r手打風J などの表現を

使う場骨には一定的~，~fVjがe世けら

れており 、ま た「特NiJなどと一

般 il'I'{~者に誤解をあたえる表示は
然止されています ・

ニの縦約は、うどん そば、ラ

ーメン、ゆで7 カロニ、ゆでス，<

ゲティ式的ん、ぎょうざ、ワンタ

ン 春巻及びしゅうまいの皮など、l

私たちが小売席から口う生めんAA
町ほとんどを対談にしています.

消費者のみなさんが口った生め

ん矧内なかで、必要な表示事項が

示されていないものや 表示に疑

問jがあるときは、世帯りの支庁総

務品、または道消明生活 11~へおた

ずねくださ L、

( 6 1 

消費生活だより

生めん類に表示義務

深
町
ILM設
相
談
所
、
市
町
村
内
に
随
時

設
け
ら
れ
る
特
設
相
談
所
で
応
ず
る
ほ

か
、
委

μの
自
宅
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

マ
人
権
侵
犯
事
件
の
調
査
、
報
告

相
談
を
受
け
た
人
総
M
M
犯
事
件
な
ど

で
品
し
く
人
怖
を
位
存
し
て
い
る
と
巧

え
ら
れ
る
も
円
に
つ
い
て
は
、
地
h
K
M
4引

や
関
係
人
か
ら
事
怖
を
日
略
取
し
た
り
、

現
地
に
赴
い
て
実
怖
を
調
査
し
ま
す
が
、

あ
く
ま
で
も
任
意
捌
在
て
あ
リ
法
務

川
以
と
劇
作
一万
針
を
協
設
し
法
務
局

内
泊
先
相
当
者
と
共
同
し
て
行
い
ま
す
.

訓
告
し
た
い
山中
件
に
つ
い
て
は
法
務
大
臣

へ
報
円
、
関
係
機
関
へ
の
制
作
等
教
怖

の
た
め
の
適
切
な
処
置
を
講
じ
ま
す
。

マ
法
律
扶
助

生
活
が
苦
し
い
た
め
法
刊
に
持
ち
込

む
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
泣
き
必
一
入
り
し

て
い
る
人
の
た
め
に
、
弁
直
上
の
報
酬

を
合
的
て
市
川
沿
賀
川
を
ひ
と
ま
ず
・
4
控

え
る
制
度
で
、
人
椛
擁
准
秀

μ
は
そ
の

申
込
み
の
取
次
役
で
も
あ
り
ま
す
。

り実施します.応募者は北楠山手干

察署fか今金内!';tJ;'派出所へお問い
合せください.

b採用予定人以 150*" 
b願r1受付 5月16日-6月30日
b 試験 i次 7月10日 (克表7月下旬)

2次 8H下旬(採用10月)
. "はと"をはなさないように

5月から 7月の卜RまきH寺j叫にな

りますと家庭で削っているハトに

たね類がたべられる被也がでます.

ハトの削fl主は肱し飼いをしな
いようにお刷、、 Lます.

化的きざしがあるときは、思い

きって中 l~ LまLょう.
b確ヴリは足yじが不安定です.足
場や地形 ;倒的流れ、商法に註

なするとともに、 人てe行動し

ないようにしま Lょう.

bつ りJlJに乗るときは、 定)(を;1
り必ず4&命胴衣をつけまLょうo
b水IIlr資源をjo'tl:，t置するため越新.
只娘、枇(f， をみだりに掠捕しな

い.ごみ〈 ずは持ち帰る。

・山火事、クマに注意 Lょう
野や山が枯へと色づいてきます

-町民センターの体館日

休館日のなかった町民センタ

円使用について、今年度より毎月

節3月間日を休館日と定的ま Lた
グ〉てFごb品tJ<えゴさ L、.
・福祉年金所帯状況届を忘れずに

老齢障害且ぴ母子h'，i祉年金を
受けている方は、毎年「定時的福

祉年金所得状況周」を役場年金係

に提出することになっています。

周け出る'I'rriは、年金受給者本
人的所得、配偶者向所付、それに

忠、干さんなど稲布1:'1'金'豆給者iを扶
養している方(扶養義務者)の51
年分内所得額です. さ句に、受給

者が住所を変更Lたり‘扶養義務
者が変わった場合にも所得とあわ

せて届け出なければなりません。

これによって、本年 5月分か均

的侃祉年金が受けられるかどうか

が決定される大切な問けです.し

たカeって 、こ の厄; けを.t:，~止出しない

方は、これからの年金が，gtけ句れ

なくなりますので、官、札ないよう

ト分注意Lて〈ださも、
届け出には印鑑年金，lil併を持
参ください.なお、いままで所得

健
康
と
美
容
づ
く
り
に
も
好
評

礼
儀
を
重
じ
る
空
手
道
連
盟

⑨⑤@⑤⑮ 

『エ

ィ
，F

ヤ
y

M
H

ト
ン
，r
」
と

山
ま
し
い
掛
け
声
が
初
日
き
わ

た
る
午
後
八
時
刷
総
合
体
打

館
内
武
道
館
に
は
顧
問
に
大

粒
の
汗
を
流
し
た
チ
ピ

y
f
た
ち

で
い
っ
ぱ
い
だ
。
空
手
道
的
同
日
肘

子
ど
も
に

か勉
強
の
目

あ
て
。
を
つ
け
さ
せ
る

阿
川
月
号
に
件
い
た
よ
う
に
、
治
則
が

な
い
と
き
は
の
本
で
も
ー
で
も
“
の

で
も
勉
強
を
押
し
つ
け
ら
れ
、
勉
強
内

目
あ
て
を
つ
か
め
な
い
よ
う
に
打
て
ら

れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
、

V
国
語
の
本
を
読
め
ば
イ
イ
ー
と
い
う

目
あ
て
と
、
大
き
な
戸
で
お
か
あ
さ
ん

に
聞
こ
え
る
よ
う
に
読
む
コ
ト
を
身
に

つ
け
て
し
ま
い
ま
す
.
チ
ど
も
部
屈
で

柿
H

叫
な
ど
沈
ん
で
い
る
ト
コ
ロ
を
見
つ

か
っ
た
ら
寸
な
ん
で
す
。
本
を
玩
ん
で

い
る
と
思
っ
た
ら
、
こ
ん
な
本
」
と

お
か
あ
さ
ん
に
お
こ
ら
れ
ま
す
。

-v
速
〈
続
む
に
は
、
速
〈
書
く
に
は
?

読
む
川
数
や
字
数
だ
け
を
ぼ
ん
や
り
し

た
目
あ
て
で
押
し
つ
け
る
と
、
平
〈
遊

ぴ
に
行
く
に
は

〈述
〈
読
め
ば
ヨ
イ
〉

〈
速
く
件
き
終
え
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

LLι~ 
6月的保健臼訟は、次のとおり

町民センターで行います。 お気軽

にご利用ください.

惨一般健康相談=8日後i時30分

惨妊婦枯，1会=10日 ー後 1昨30分

砂乳児股脱輪，1士 =7 日(仔ー な栴!.!~)

今金保健所てー午前9時30分

砂 ヲ yソ曲而-，守喰;(lj=23・24日

付依児=生後7ヵ月から小学校

入学前向幼児てF町内花伎の者

て係優コ

会
が
品
生
し
た
の
は
八
年
前
だ
が
、

川
年
、
武
道
場
が
光
成
し
て
以
来
、

f
ど
も
た
ち
が
続
々
入
門
現
在
十

八
人
的
小
学
生
と

一
般
二
十
五
人
町

会
は
が
拒
迎
水
金
附
日
の
練
習
日

に
集
合
す
る
.
今
年
に
な
っ
て
女
子

郁

u
b
mえ
ま
す
ま
す
意
気
が
あ
が

る
.
「
宅
手
は
全
身
辺
助
で
少
々
荒

っ
ぽ
い
よ
う
で
す
が
、
年
齢
に
合
わ

せ
て
加
減
で
き
健
康
保
持
に
は
柿
昨

の
輔
自
.
ま
た
立
性
に
は
美
容
体
操

を
総
本
ね
て
好
評
」
と
指
却
に
当
る
内

ヶ
品
万
舟
引
さ
ん
は
語
る
。
普
段
町

制
刊
は

『
礼
儀
を
盛
ん
じ
、
体
力
を

つ
け
仲
間
を
つ
〈
る
』
こ
と
だ
が

今
年
、
副
館
で
の
会
道
大
会
に
は
ぜ

U
参
加
し
た
い
と
川
取
り
切
っ
て
い
る
。

ヨ
イ
か
v

と
い
う
目
あ
て

、
ヲ
に
な
り
、

V
書
き
写
し
て
終
わ
り
、
と
い
う
勉
強

が
身
に
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
考
え
る

と
か
帥
聞
か
め
る
と
い
う
習
慣
や
態
度
が

身
に
つ
か
な
く
な
る
わ
け
で
す
。
参
FJ

m刊
を
持
っ
て
い
て
も
写
し
と
っ
て
終
わ

り
、
と
い
う
勉
強
に
な
る
わ
け
で
す
.

V

「
ヤ
y
タ
ヨ
」
「
ヤ
y
テ
ル
ヨ
」
と

い
う
コ
ト
パ
の
自
信
ー
が
チ
ど
も
に
で

き
て
し
ま
い
ま
す
。
四
年
生
以
上
、
中

学
、
高
校
に
至
る
ま
で
、
チ
ど
も
は
、

こ
の
こ
と
ば
を
大
切
に
身
に
つ
け
て
し

ま
う
わ
け
で
す
。
家
庭
で
は
、
こ
の
コ

ト
パ
の
中
身
を
確
か
め
て
く
れ
る
者
が

い
な
い
コ
ト
を
知
り
つ
く
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
子
ど
も
が
中
学
生
に
な
っ
た

の
に
、
親
が
そ
ば
に
い
て
勉
強
を
比
て

や
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
‘

「
ど
う
、
し
っ
か
り
や
っ
て
る
の

己

「
?
カ
シ
卜
イ
テ
叫

と
い
う
、
税
と
千
円
ム
喜
叫
が
ほ
し
い
も

の
で
す
ネ
。(
神
丘
小
宇
佐
長
西
里
貞
説
)

を
考
え
る
よ

て6月の休日吾雇、
北楠山町国{!i:罰則己宮@5321

今金町国保病院官②0221

今金町 市山医院E②0324

北楠山町国保病院宮②5321

編集後記 本月号円発刊が大変遅

れま Lたことをおよ:t;(F...、た Lます。
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知
っ
て
お
-
で
つ
選
挙
の
し
く
み

だ
れ
で
も
出
来
る
選
挙
運
動

噂挙
参
議
院
議

只
の
選
挙
が

七
月
4
H
に

予
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、

一
般
的
人
た
ち
が
特
定
内
候
補
者
を
支

持
し
、
そ
の
候
補
者
に
つ
い
て
何
か
支

挺
し
て
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
法
に
ふ
れ
な

い
行
為
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
‘

そ
の
行
為
の
日
時
や
均
所
、
言
葉
の
内

答
、
動
作
に
よ
っ
て
は
筑
止
行
為
に
含

ま
れ
る
こ
左
も
考
え
句
れ
ま
す
か
ら
、

一
応
次
に
の
べ
た
純
問
内
を
限
度
と
し

て
お
考
え
く
だ
さ
い
。

マ
知
人
な
ど
へ
葉
書
を
出
さ
れ
て
は

候
補
者
は

一
定
的
制
限
で
一油
市
薬
品
什

を
巡
や
連
動
に
仙
川
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
れ
は
「
選
挙
附
」
と
表
示
さ

れ
た
未
使
用
的
梨
討
を
伐
補
者
か
ら
も

ら
っ
て
き
て
、
友
人
や
知
人
に
推
せ
ん

状
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
電
話
で
投
票
依
頼
を
し
て
み
て
は

屯
訴
を
辿
ヒ
て
逃
止
下
辺
助
を
す
る
こ

と
は
さ

L
っ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
電
話
を
仙
則
し
て
瓦
人
や
知

人
に
支
持
し
て
い
る
候
補
者
へ
の
技
師
引

を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
仮
州
名
な
ど
の
依
頼
に
よ

っ
て
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
人
と
立
以
を

通
じ
て
多
く
の
人
に
弘
請
す
る
場
合
は
、

そ
の
屯
話
料
が
候
補
者
と
選
弔
巡
動
刊
日

用
に
合
算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
候
補
者
向
指
示
を
畳
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
個
々
面
接
で
投
棄
を
依
頼
し
て
は

術
以
で
行
き
あ
た
っ
た
入
、
来
物
的

中
で
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
人
な
ど
に
投

掠
を
依
頼
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
行
為
を
倒
々
面
接
と
い
い

現
行
法
で
は
祭
止
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
街
頭
で
多
く
の
人
仁
聞
こ
え

る
よ
う
に
投
京
を
依
頼
す
る
と
側
々
刷

接

で

は

な

く

な

り

ま

す

。

-

V
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
承
諾
司

候
補
者
専
か
ら
似
ま
れ
て
進
学
巡
動
一

周
ポ
ス
タ
ー
や
政
治
活
動
用
ポ
ス
タ
ー
喝

を
自
宅
内
へ
い
な
ど
に
拘
不
す
る
こ
と

を
ホ
泌
す
る
こ
と
は
、
温
帯
辺
助
で
は

主
く
、
し
た
が
っ
て
制
限
む
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
ポ
ス
タ
ー
に
検
印
か
付
紙
が

は
つ
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
適
法
で
す
。

出
候
補
者
等
が
あ
な
た
に
無
断
で
あ
な

た
の
住
居
主
ど
に
ポ
ス
タ
ー
を
抱
一
小
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は

そ
の
賠
位
者
等
の
卓
識
を
件
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
こ
の
水
却
を
得
な
い
で
ぬ
不

し
た
嶋
A
n
に
は
ポ
ス
タ
を
牌
件
者
等

が
候
補
者
に
無
断
で
撤
去
し
て
も
、
選

止
下
肋
占
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

，( 

-m
 ι

・・・

-

・
光
の
里
学
一
閣
に
ニ
だ
ま
す
る
e
h
e

ラ
ヲ
タ
l

「
忠
ま
れ
な
い
問
牛
の
農
作
業
を
予
伝
お
う
」

と
附
月
-一十

ハ
円
‘
町
山
年
川
休
辿
絡
協
議
会

(
沖
凶
防
之
会
長
)
の
京
者
た
ち
が
白
卓
用
ト

ラ
ク
タ
ー
を
か
り
出
し
て
克
臼
川
向
者
緋
を
水

仕
し
た
。
こ
の
不
仕
は
今
午
で
一三
年
U
と
あ
っ

て
-
十
一
二
人
む
参
加
.
力
強
い
ト
ラ
ク
タ
ー
の

此
が
夕
刊
非
れ
の
止
に
守』
だ
ま
し
て
い
た
。

辺

H前可月に
比べて

人 U 9，488 (+9) 
!J~ 4，637 (ー-45)
立 4.851(+64) 
世帯 2，684(ー12)
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-
地
元
民
が
豊
寿
圏
の
庭
園
づ
〈
り

お
年
寄
り
の
惣
い
の
場
で
あ
る
盟
疎

開
の
庭
園
を
整
備
し
よ
う
と
、
五
月

三
H
、
地
元
町
老
人
7
ラ
ブ
や
財
人
会

青
年
同
以
七
十
人
が
一
日
が
か
り
で
労

力
窄
仕
会
行
っ
た
。
今
年
前
越
町
内

南
華
同
や
地
一
瓦
の
井
村
金
蔵
さ
ん
か
ら

得
附
相
さ
れ
た
ツ
ソ
ジ
、
桜
も
あ
る
こ
と

か
ら
大
が
か
り
な
花
凶
づ
く
り
が
行
わ

れ
小
州
の
中
町
作
業
も
夕
方
近
く
に

は
M
派
な
庭
が
出
来
あ
が
っ
て
い
た
。
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夫
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f円 f万
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IJl南
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木 J]

国間
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

八
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尚
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太
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